2009道本部総合政策局発第312号

２００９ 年 ５ 月 １５ 日

　　地方本部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
各　単　　組　委員長　様          

     eq \o\ad(総支部,　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      自 治 労 北 海 道 本 部
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　　三　浦　正　道

「ストップ！プルサーマル４０万署名」の取り組み要請について

日々のご健闘に敬意を表します。

さて、現在、フランスから玄海、伊方、浜岡の各原発に向けてＭＯＸ燃料が海上輸送され、５月中にも日本に到着すると言われています。各電力会社は、今年秋以降にそれぞれの原発の定期点検にあわせて、このＭＯＸ燃料を装荷しプルサーマルを実施しようとしています。特に九州電力の玄海原発３号機は、今年10月にもＭＯＸ燃料を装荷し、プルサーマルの強行を目論んでいます。
この間、玄海原発の地元では、佐賀県平和運動センターを中心に、玄海原発３号機のプルサーマル計画の中止を求めて、現地集会や申し入れ、意見広告など様々な取り組みを行ってきました。また、市民グループとともに「県民投票でプルサーマルの賛否」を問うように直接請求を実施しましたが、2007年２月の県議会で否決されています。

そのような中、今年３月に玄海原発でのプルサーマル計画を阻止するため、市民グループを中心に「ＮＯ！プルサーマル佐賀会」が設立されました。現在、その会を中心に県民の約半数（40万人）の署名を集めることでプルサーマルを止めようとの署名運動がスタートしています。現在、佐賀県平和運動センターも、主旨と目的に賛同し、組織の総力をあげてこの署名に取り組んでいます。

つきましては、その佐賀県平和運動センターから「プルサーマルを止める声を全国から」も寄せていただきたいとの強い要請が、北海道平和運動フォーラムにあり、自治労道本部としても実施することとしました。現在の玄海原発におけるプルサーマル実施に向けた電力会社の動きは、いずれ泊原発においても同様のものが北電により行われることが予想されます。是非とも全国の力を結集し、玄海原発でのプルサーマル阻止を勝ちとるとともに、北海道をはじめ全国のプルサーマルの断念させることに繋げていかなければなりません。短期間ですが、是非とも趣旨ご理解のうえ、各組織におかれましては最大限の取り組みを行うべく、下記の通りお願い致します。
記

名　  称　　「玄海原発プルサーマルを止めるよう強く要望する」署名
提 出 先　　佐賀県知事および県議会議長

取組方法　  署名用紙は、お手数をおかけしますが増刷して使用して下さい。
送 付 先　　自治労北海道本部
　　　　　  （〒060-0806　札幌市北区北６条西７丁目　自治労会館２Ｆ）

※別紙「署名集約数報告書」に記入のうえ、政治部あてに送付してください。

取組期間　　2009年６月26日（金）（道本部必着でお願いします）
署名用紙には、第三次集約日についても記載されていますが、佐賀県平和運動センターより上記でのとりくみを求められていることから、ご理解下さい。
以　上

「玄海原発プルサーマルを止めるよう強く要望する」署名担当者 様

※この用紙を添えて、送付してください。

「玄海原発プルサーマルを止めるよう強く要望する」署名

―署名集約筆数報告書―

	単組名
	記入者名

	　　　　　　　　　　　　　　　　筆



　　　　　　　　　　　　　　 送付先：自治労北海道本部
　　　　　　　〒０６０－０８０６
札幌市北区北６条西７丁目自治労会館内２Ｆ
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